
２-１．漁獲成績報告マスタデータ作成業務 

１ 事業の背景 

  水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化を両立させ、漁業者の所得向上と年齢バ

ランスがとれた漁業就業構造を確立するため、「水産政策の改革」を公表し、漁業法の改

正等、水産施策の抜本的な見直しを進めているところであり、これを加速化する取り組

みとして、ICT を活用した漁業活動や漁場環境の情報を収集し適切な資源評価・管理を

促進するとともに、生産活動の省力化や、操業の効率化・漁獲物の高付加価値化により、

生産性を向上させる「スマート水産業」を推進しているところである。これにともない、

資源管理、資源評価の基本となる漁獲量データ（漁獲成績報告）を効率的かつ迅速に収

集することが可能となれば、漁業者の負担軽減、資源管理等に有効であり、特に知事許

可漁業については、県の裁量で報告管理が行われているため、様式が統一されておらず、

データ間の連携が困難な状況である。これらをICTによって効率的に有効化させること

が漁業現場では望まれている。 

 

２ 事業の目的 

  漁獲成績報告書は漁業者が大臣や知事に報告するもので、資源評価および資源管理の

ベースとなるデータである。しかし同報告書は提出の時間的遅延や正確性の問題もあ

り、迅速かつ正確な報告を集めることが難しい。本事業では、ICTを活用した漁獲成績

報告書作成の効率化に向けたシステム化を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 漁獲成績報告書データ収集イメージ 

 

 



３ 漁業者IDの採番と漁業者マスターデータベース作成 

令和3年度は、都道府県で管理している漁業許可情報と漁船登録情報および漁業協

同組合で管理している漁業権等の情報を取り込み、漁業者IDの採番と漁業者マスタ

ーデータベースの作成を行うシステム構築を行った。ただし、すべての都道府県のケ

ースは未調査のため、簡易版のExcelマクロで作成を行った。 

 

（１）概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）漁業者ID採番 

   漁業者の氏名および住所をもとに１０桁の一意の番号を採番。 

 

   （２－１）漁業者IDの構成 

桁数 項目内容 備考 

1-2桁 都道府県コード  

3-9桁 ランダムな数値  

10桁 チェックデジット モジュラス10 ウェイト2-1(分割)を使用 

 

（２－２）漁業者ID一意採番ルール 

   ①氏名および住所の空白は取り除いて比較し採番。 

   ②半角文字は全角文字に変換後に比較し採番。 

   ③住所の都道府県は削除後に比較し採番。 

    ※ただし、機械的には限界があるので、漁業者ID採番一覧表を出力し手作業  

の確認作業も行って頂く。 



 

（２－３）マスターデータベース作成 

   漁獲成績報告に必要なデータを漁業許可情報と漁船登録情報および漁業権漁業 

等より抽出しデータベースに格納を行い。全国および都道府県統一コード（漁業

種類、魚種、漁協）を設定後、漁獲成績報告システムに連携を行う。 

 

（２－４）処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２－５）データ関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２－６）機能説明（Excelマクロ版）  

 ①所属機関 

 水産庁（大臣許可）または都道府県（知事許可）を設定します。 



②漁船データ分類 

     漁船登録データをExcelより取り込むか、資源管理事業で導入した、漁船登録

システムのデータベースより直接取り込むかを指定します。 

③許可データ分類 

漁業許可データをExcelより取り込むか、資源管理事業で導入した、漁業許可

システムのデータベースより直接取り込むかを指定します。 

 ④漁業者ID採番および漁業者マスタデータ(仮)作成 

漁業許可データおよび漁船登録データをもとに、漁業者 ID を採番しマスタデ

ータの作成を行います。 

⑤Excel漁業者ID訂正および各Excelマスタ設定内容の反映 

     重複IDを訂正した名寄せ結果と、統一コード（漁協、魚種、漁業種類）を設定

したExcelをシステムのマスタデータに反映します。 

 ⑥送付用データ作成（整合性チェック） 

漁業者情報とマスタデータ情報を整合性チェックし他システム連携用Excelに

出力します。 

⑦漁業者ID情報出力 

   統一コード未完でも、漁業者情報のみExcel出力します。 

 

     漁業者ID採番システム（Excelマクロ版）画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 漁獲報告データ作成 

令和3年度は、都道府県で管理している漁業許可情報と漁船登録情報および漁業協

同組合で管理している漁業権等の情報と採番した漁業者IDを漁業者マスターデータ

ベースに取り込み、漁業者IDをキーに水揚／操業データと突合させ、漁獲成績報告

データを作成するシステムの構築を行った。 

 

（１）概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）システムメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）機能説明 

（３－１）各種情報管理（データ取込み／訂正機能） 

  ①マスタデータ取込み 

 都道府県で作成したマスターデータベースの取込みを行い必要に応じて訂正す

る事ができます。 

 

 【知事許可情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※漁船登録情報と漁業者情報も同様の機能があります。 

 

②水揚漁獲量データ取込み 

 水揚データベースより、漁協や水揚日等の条件を指定しAPIで連携し、データ

の取得を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ③操業漁獲量データ取込み 

操業データベースより、漁協や水揚日等の条件を指定しAPIで連携しデータの

取得を行います。 

 

（３－２）漁獲成績報告出力機能 

  ①統合処理 

   漁業者 ID をキーに API 連携より取得した水揚／操業データとマスターデータ

ベースの突合処理を行います。  

  ②訂正処理 

   統合処理後、作成された漁獲成績報告データを漁業者の漁業種類の魚種単位に

漁獲量と金額を訂正することができます。 

  ③確定処理 

   漁獲成績報告データが都道府県の規定どおりに作成されている場合に実施しま

す。確定後は、他機関に公開可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３－３）ユーザ管理機能 

  ユーザのアカウント情報管理を行います。多要素認証（MFA）機能を有効に設定す

ることも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３－４）統一コード管理機能 

   都道府県で作成した全国および都道府県統一コード（漁業種類、魚種、機関

（漁協／支所））をExcel取り込み行います。 

 

   【漁業種類情報管理】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※魚種、機関（漁協／支所）も同様な機能があります。 

 

 

 

 



（４）データ関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）システム構成図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．５ 導入実績 

   漁業者マスターデータベース作成システム（Excelマクロ版）の導入状況。 

 

  


